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「受け継がれていくもの」

　慈光保育園は創設５０周年を迎えました。未満児専門の保育園として
スタートし、５０年を節目に４・５歳児クラスを導入し、就学まで過ご
すことのできる保育園へと転換しました。未満児だけを預かる保育が一
般的ではなかった５０年前、理事長が「小さいのに預けられてかわいそ
う」と言われない保育園を作ってわが子を預けたいと設立しました。女

性の就労が当たり前となった今日、０歳か
ら保育所に預けることに後ろめたさを感じ
るお母さんは少ないかもしれません。しか
し５０年前は、子どもに “申し訳ない” と
いう気持ちを抱きながらも働かざるを得な
かった女性が預けていたのです。
　                                                                                   そんな母親たちが、「預けて良かった・預けてもこの子はかわいそう

じゃなかった」と思える保育を心がけてきました。怪我をさせないで預
かった時のままお返しするだけの保育ではなく、その日その子が一日「幸
せ！」「楽しかった」と思え、ご両親が笑顔になれる保育に努めてきま
した。　　　　
　４・５歳児クラスを導入した現在もその精神を受け継いで子どもたち
一人一人の「幸せ！」「楽しい」を大切にしながら、子どもと共に生活
を営んでいます。
　未満児専門の頃は「我慢させている」と思う親御さんは、時間のある
時は目いっぱい子どもと関わり、穴埋めしようと努力されます。そんな
親子の関係が素敵でした。
　保育ニーズが多様化し、保育の現場も時々苦しくなってしまうことも
ありますが、五代目園長として、保育園の役割と家庭の役割が、互いに
関連しあって子育てが成立していく、そんなあり方をこれからもしっか
り受け継いでいきたいと改めて感じています。

　
　










